
　 Panasonic Corporation 2014

特　長

●フラットタイプ： 幅（16mm）×長さ（22mm）×高さ（10.9mm）
●消費電力：200mW
●大容量通電時にも接点端子部の温度上昇を約28℃
に抑制

用　途

●電気カーペット、炊飯器、電気ポット、アイロンな
どのヒータ制御

保護構造：フラックスタイト型

AJVN 5 4 F

コイル定格電圧（DC） 
品番 
コイル定格電圧（V） 
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接点構成 
５：1a

保護構造 
２：フラックスタイト型 

接点材質 
F：AgSnO２系接点タイプ 

注）UL、CSA、TUVを取得済です。 ・・ 

感動電圧（標準感度） 
４：７５％V感動 

JVN 1a F

コイル定格電圧（DC） 
４.５、６、９、１２、１８、２４、４８、１００V

接点構成 
１a：１a

接点材質 
F：AgSnO2系接点タイプ 

保護構造 
無表示  
 F  ：フラックスタイト型 

品 種

箱入数：内箱１００個、外箱５００個

コイル定格電圧 型番 ご注文品番

DC ４．５V JVN１aF- ４．５V-F AJVN５２４７F

DC ６ V JVN１aF- ６ V-F AJVN５２４０F

DC ９ V JVN１aF- ９ V-F AJVN５２４５F

DC１２ V JVN１aF- １２ V-F AJVN５２４１F

DC１８ V JVN１aF- １８ V-F AJVN５２４６F

DC２４ V JVN１aF- ２４ V-F AJVN５２４２F

DC４８ V JVN１aF- ４８ V-F AJVN５２４３F

DC１００ V JVN１aF-１００ V-F AJVN５２４４F

注）DC５Vタイプについては、お問い合わせください。

ご注文品番体系

型番体系

F
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ヒーター制御に最適 1a 16A 高さ10.9mmフラットパワーリレー
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■ 性能概要

仕様 項目 性能概要

接点仕様

接点構成 １a

接点接触抵抗（初期） １００m 以下（DC６V１A電圧降下法にて）

接点材質 AgSnO２系

定格

定格制御容量（抵抗負荷） １６A１２５V AC、１０A２７７V AC、１０A３０V DC、１０A１２５V AC

接点最大許容電力（抵抗負荷） ２，７７０VA、３００W

接点最大許容電圧 ２７７V AC、３０V DC

接点最大許容電流 １６A（AC１２５V）、１０A（DC）

定格消費電力 ２００mW（DC４．５～DC４８V）、６００mW（DC１００V）

最小適用負荷 ※１ １００mA５V DC

電気的性能

絶縁抵抗（初期） １，０００M 以上（DC５００V絶縁抵抗計にて、耐電圧の項と同じ箇所を測定）

耐電圧
（初期）

接点間 AC１，０００V１分間（検知電流：１０mA）

接点－コイル間 AC２，５００V１分間（検知電流：１０mA）

温度上昇 ４５℃以下（DC４．５V～DC４８V）、５５℃以下（DC１００V）（抵抗法にて、接点通電電流１６A、コイル定格電圧印加 at７０℃、DC１００Vはat６０℃）

耐サージ電圧※２（接点－コイル間）４，５００V（初期）

動作時間（at２０℃） １２ms以下（DC４．５～DC４８V）、８ms以下（DC１００V）（コイル定格電圧にて）（接点バウンス含まず）

復帰時間（at２０℃） ５ms以下（コイル定格電圧にて）（接点バウンス含まず、ダイオードなし）

機械的性能

耐衝撃性
誤動作衝撃 ２００m/s２（正弦半波パルス：１１ms、検知時間：１０μs）

耐久衝撃 １，０００m/s２（正弦半波パルス：６ms）

耐振性
誤動作振動 １０～５５Hz 複振幅１．６mm（検知時間：１０μs）

耐久振動 １０～５５Hz 複振幅２mm

寿命

機械的寿命 ２，０００万回以上（開閉頻度１８０回/分）

電気的寿命

３万回以上（開閉頻度２０回/分）（１６A１２５V AC抵抗負荷）
５万回以上（開閉頻度２０回/分）（１０A２７７V AC抵抗負荷）
１０万回以上（開閉頻度２０回/分）（１０A１２５V AC抵抗負荷）
１０万回以上（開閉頻度２０回/分）（１０A３０V DC抵抗負荷）

使用条件
使用周囲、輸送、保管条件※３ 温度：－４０℃～＋７０℃、DC１００Vは－４０℃～＋６０℃、湿度：５～８５％RH（ただし氷結、結露しないこと）、気圧：８６～１０６kPa

最大操作頻度 ２０回/分（定格制御容量にて）

質量（重量） 約８g

注）※１．微小負荷レベルにおける開閉可能な下限の目安となる値です。この値は開閉頻度，環境条件，期待する信頼性水準によって変わることがありますのでご使用に際し実負荷にてご確認される
ことをお勧めします。

※２．ただし、波形はJEC－２１２－１９８１による±１．２×５０μsの標準衝撃電圧波形で表わす。
※３．使用周囲温度の上限値は、コイル温度上昇値を満足できる最高温度のことです。リレー使用上のご注意“周囲環境について”をご覧ください。

定 格

■ コイル仕様

コイル定格電圧
感動電圧

（at２０℃）（初期）
開放電圧

（at２０℃）（初期）
定格励磁電流

〔±１０％〕（at２０℃）
コイル抵抗

〔±１０％〕（at２０℃）
定格消費電力
（at２０℃）

最大印加電圧
（at２０℃）

DC ４．５V

定格電圧の
７５％V以下

定格電圧の
５％V以上

４４．４mA １０１

２００mW 定格電圧の１５０％V

DC ６ V ３３．３mA １８０

DC ９ V ２２．２mA ４０５

DC１２ V １６．７mA ７２０

DC１８ V １１．１mA １，６２０

DC２４ V ８．３mA ２，８８０

DC４８ V ４．２mA １１，５２０

DC１００ V DC６０V以下 DC４V以上 ６ mA １６，６００ ６００mW １１０％V

Ω

Ω

Ω

Ω

Ω

Ω

Ω

Ω

Ω

Ω

（参考値）
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マークの商品は制御機器Webサイト（http://industrial.panasonic.com/ac/）よりCADデータのダウンロードができます。CADデータ

■ 一般的な注意事項についてはリレー使用上のご注意

外形寸法図

プリント板加工図（BOTTOM VIEW）

内部結線図（BOTTOM VIEW）

加工寸法公差±０．１

参考データ

１．開閉容量の最大値 ２．コイル温度上昇 ３．動作・復帰時間特性
試料：AJVN５２４１F，個数：６個
測定箇所：コイル内部，接点通電電流：１６A

試料：AJVN５２４１F，個数：６個

４．周囲温度特性
試料：AJVN５２４１F，個数：６個

寸法図 単位：mm

使用上のご注意

外国規格

UL/C-UL認定品（Recognized） CSA承認品（Certified） TÜV承認品

ファイルNo． 認定定格 ファイルNo． 承認定格 ファイルNo． 定 格

E４３０２８ １６A１２５V AC、１６A２７７V AC、１０A３０V DC
０．３A１１０V DC、１/１０HP１２５V AC、１/１０HP２７７V AC

LR２６５５０ １６A１２５V AC、１６A２７７V AC、１０A３０V DC
０．３A１１０V DC、１/１０HP１２５V AC、１/１０HP２７７V AC

B１２０９
１３４６１３３４

１６A２５０V AC（cosφ＝０．４）
１０A３０V DC（０ms）

CADデータ

公差
１mm未満：±０．２
１～５mm未満：±０．３
５mm以上：±０．４

（P.B-1）をご覧ください。
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03-5404-5187
022-371-0766
0248-75-7180
029-243-8868
028-650-1513
027-363-2033
048-643-4735
042-528-2241
045-450-7750
0256-97-1164
026-227-9425
0263-28-0790

052-951-3073
054-275-1130
053-457-7155
0566-62-6861
076-222-9546

06-6908-3817
075-681-0237
079-224-0971
086-245-3701
082-247-9084
087-841-4473

089-934-1977
092-481-5470

03-5404-5185
048-643-4735
045-450-7752
052-951-6216
0565-35-0131
079-224-0971
082-247-9084
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